
 平成 29 年 7 月 11 日 港湾振興課 
横田シップステーションの供用開始について  １ 前回（第６回）広島県海域利用審査会答申（平成 29 年１月 30 日）以後の動き   ・平成 29 年１月 31日 占用許可（広島県指令港振第 2178 号）       許可の相手方：横島漁業協同組合（福山市内海町 1102 番地の１）       目 的：プレジャーボートの係留保管施設の設置       占 用 内 容：桟橋等の設置 1,307 ㎡ 水域の占用  13,260 ㎡       占 用 期 間：平成 29年４月 1日から平成 30年３月 31日まで       工事の実施期間：平成 29 年４月 1日から平成 29 年５月 31日まで   ・平成 29 年３月１日 施設作成着手（工場内）   ・平成 29 年４月 10日 現地工事着手   ・平成 29 年５月 27日 施設完成   ・平成 29 年５月 31日 漁港施設利用方法等の認可（広島県指令港振第 519 号）  ・平成 29 年６月１日 供用開始 放置等禁止区域告示（平成 29 年広島県告示第 335 号） 【施行日：平成 29 年 9月 1日】  ２ 施設の概要 （１）名称 横田シップステーション （２）施設   ①延長 Ａバース 154.0ｍ，Ｂバース 154.0ｍ   ②構造 杭係留方式，セパレート構造，アルミフレーム製   ③機能及び料金 区 分 収容隻数 利用方法 利用料金 6ｍ以内艇 25 隻 Ａバース若しくはＢバースに係留 5,400 円/月 9ｍ以内艇 98 隻 Ａバース及びＢバースに係留 8,640 円/月 12ｍ以内艇 25 隻 Ａバースに係留 16,200 円/月 （３）平成 29年 6 月末現在の入艇状況    144 隻／148 隻 （6ｍ：19 隻，9ｍ：112 隻，12ｍ：13 隻，入艇率 97.3％）  ３ 参考 放置等禁止区域告示後，放置等禁止区域内(漁港内船だまり)ＰＢ数は，170 隻→27 隻へ減少。 （平成 29年 6月 16 日調査） 

資料１ 

1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



余　白

余　白

施設の状況③

横田シップステーション落成式 施設の状況①
余　白

【 H29.06.07 撮影 】

施設の状況②
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横田シップステーション落成式 【 H29.06.07 撮影 】

対岸の田島地区から撮影

向物揚場から移動した桟橋
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余　白
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横田シップステーション落成式 【 H29.06.07 撮影 】

余　白

落成式①

落成式③
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落成式②
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船舶等所有者（使用者）のみなさまへ 

下図の   の区域は，平成 29 年 9 月１日から，漁港漁場整備法第 39 条第５項第２

号の規定に基づく，船舶(漁船を除く)の放置等禁止区域となりました。（す。） 

この区域内では，漁港管理者の許可なく，船舶を係留することはできませんので，この

区域内に係留している船舶は適切な場所に保管していただきますよう，ご理解とご協力を

お願いします。 

また，船舶を係留するための工作物等を漁港管理者（広島県）の許可なく設置している

場合は，併せて撤去してくださるようお願いします。 

                                       この地図は，福山市長の承認を得て，同市発行の2千5百分の1地形図を複製したものです。(承認番号 平 29.2.23福都第796号) 
 【問い合わせ先：月曜日～金曜日（祝祭日，年末年始は除く）8：30～17：15】 広島県東部建設事務所港湾課 084-921-1311     

放置等禁止区域とは 放置等禁止区域とは，みだりに，船舶その他の物件で漁港管理者が指定したものを捨て，または放置してはならない区域をいいます。 船舶の放置等禁止区域に指定された区域内では、漁港管理者の許可なく、船舶を係留することはできません。（違反した場合 1 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金に処せられることがあります。） 漁港管理者は，この区域内に許可なく係留された船舶を，所有者等の同意を得ることなく，移動・保管することがあります。（この場合，移動・保管に要した費用は，船舶の所有者等に請求します。） 14


